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                                  Synopsis 

 The kind and concentration of the bad smell which occur from a hoggery were measured. 

 It specified that the cause of a bad smell was ammonia. 

 It proposed improving repair of a deodorization layer, and the issuing environment in a fermentation 

tub as the measure. 

 First, as a result of repairing a deodorization layer, the fermentation temperature in a fermentation 

tub came to rise promptly, and the bad smell was also reduced. 

 From now on, full-scale repair was performed at the season when temperature rises, and it clarified 

about how far a bad smell is reduced.
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は じめに

近年、養豚場から発生する悪臭に対 して、近隣

住民か らの苦情が行政に対 して寄せ られることが

多々見 られる。南魚沼市において、過去約200件

あった養豚場が現在では、有限会社 山田畜産

(南魚沼市津久野下新田)1件 とな り、以前 は養

豚場の周辺 には民家もな く、苦情もなかったが、

現在養豚場からわずか200mの 範囲に食堂や民家

が建ち並び、風向きや天候によっては苦情が寄せ

られることもある。そ こで、南魚沼市の依頼で、

養豚場か ら発生する臭気の種類 と濃度調査および

臭気を減 らすための実験を行 うことになった。ま

ず、臭気の発生状況 と臭気を減 らすための脱臭槽

の改修について報告する。

ノ曹へ入れ られ、4～7日 間発酵させたのち堆肥 と

して販売している。急速発酵機か ら発生する臭気

は脱臭槽(写 真2)に 送られ、脱臭後 に大気へ放

出する方法が とられている。脱臭槽の内容は広葉

樹のウッ ドチップのみを高さ1m20cmほ ど積み上

げたものである。尿は、活性汚泥法を曝気槽で処

理された後BODが 基準値以下になったものが排

水 されるシステムである(写 真5)。

山田畜産 は、越後 もち豚生産グループに属 し、

新潟県 内14農 場で飼育 され る 「和豚 もちぶ た」

で 「グローバル ピッグファーム」が商標を所有す

るブラン ド豚を銘柄豚肉として生産 している。原

種豚は、ランドレース種 ×ラージホワイ ト種(母

親)と デ ュロック種(父 親)か らの三元交雑豚で

ある。飼育方法 は、抗生物質に頼 らない方法で、

飼料は穀類(米 国産 トウモロコシ)、 植物性油粕

類(大 豆 ミール)13.5%、 そうこう類(米 糠油粕)

0.05%、 その他(リ ン酸カルシウム ・炭酸カルシ

ウム ・食塩 ・ビタミン ・ミネラル ・ケイ酸カルシ

ウム ・ユッカ抽出物 ・乳酸菌 ・枯藻菌)2.42%を

用いた飼育方法である。

写真1急 速発酵機

1.山 田畜産における糞尿処理 と臭気対策の

現状

山田畜産では、現在母豚約250頭 、出荷頭数約

5000頭/年 の規模で飼育 がお こなわれてお り、

糞尿の処理 は、各飼育所か ら尿溜 に送 られ(約

2.5t～3.Ot/日)、 その後 固液分離 され たの ち、

固形分(糞)は 、急速発酵機(S-36-ET型:中 部

エ コテック社製)図1、 平成8年 度新潟県農林水

産業総合振興事業による助成によって導入 され

(写真1)、 好気性発酵法による堆肥化設備の発酵
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3.発 酵過程の正常化 と脱臭槽の改装

写真2改 修前の脱臭槽外観

まず、大量のアンモニアが発生 していることか

ら、発酵槽内での発酵菌(硝 酸還元菌主体)を 投

入し、槽内のアンモニアの発生を減少させること

を検討 している。また、脱臭槽 はほとん ど脱臭機

能が見 られないため、内部の広葉樹のウッ ドチッ

プ(写 真3)を ヤ シのハスク殻(写 真4)に 入れ

替え、アンモニア分解菌をそこに繁殖させ、アン

モニアの大気への放出を抑制 しようと考えた。な

お、冬期間、気温が低いのでアンモニアの発生は

減少す るため、施工は平成23年11月 に行い、平

成24年4月 か ら本格的に実験を行 う予定 である。

写真3改 修前の脱臭槽内部(充 填物:広 葉樹の
ウッドチップ)

2.現 状 での課題 写真4改 修後の脱臭槽の内部(充 填物
ハスク)

ヤシの

糞尿処理に関するシステムは、整っているが堆

肥化設備内でのアンモニアの発生が著 しく、脱臭

槽は設置 してあるが、ほとん どの臭気が大気に放

出されているのが現状である。一方、尿の処理は

連続曝気による活性汚泥法で問題な く排出されて

いる。ここで、課題となるのは好気性発酵法を用

いた堆肥化設備内での発酵を正常化 し、脱臭槽を

改装し臭気を軽減する2つ の方法を講 じなけれぼ

ならない と考えた。

写真5 曝気槽と沈殿槽
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4.結 果 と考 察

改修前における、臭気の種類 と濃度を測定 した

結果を表1に 示 した。測定の結果、臭気の主因は

アンモニアであり、硫化水素 とメチルメルカプタ

ンは検 出されなかった。発酵最盛期 には800ppm

以上のアンモニアが検出され、発酵槽から排出さ

れたアンモニア濃度 は1,000～3,000ppmあ ると

いわれている。そ こで、脱臭槽の古い広葉樹の

チップをすべて取 り出 し(写 真4)、 新 しいヤシ

のハスクを基材 として投入した。冬期間は微生物

や酵素は添加せず、ヤシのハスクのみで運転を行

う。基材を入れ替 えた直後か ら、入れ替 える前

は、発酵槽 内部の温度が2日 後 くらいからしか上

昇 しなかったのが、投入直後から上昇 し、臭気 も

軽減されることがわかった。

れていることが示唆された。以上のことか ら、本

格的な対策は4月 以降の外気温が高 まる時期に行

う予定であるが、脱臭槽の改修により、ある程度

の効果が見 られたものと推察された。今後、発酵

槽 内への発酵菌の投入 と脱臭槽 内でのアンモニア

分解菌の使用により、悪臭がかな り軽減できる可

能性が示唆された。
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表1脱 臭槽直上部における臭気濃度

臭気の種類 発酵開始時

(ppm)

発酵最盛期

(ppm)

アンモニア 40-70 800以 上

硫化水素 N.D. N.D.

メチルメルカプ
タン

N.D. N.D.

N.D.:不 検 出

これ らのことから、発酵槽内で発生する水蒸気

および臭気を脱臭槽内へ送風 しているが、改修前

の脱臭槽では、広葉樹のチップが腐 り、目詰まり

を起 こし、十分な空気を発酵槽内に取 り込めてい

なかったことが推察された。このことが好気性発

酵を阻害 していたため、発酵槽内の温度の上昇を

抑制し、大量のアンモニアを発生させていたもの

と考え られる。好気性微生物の場合には、十分な

酸素が供給 されない場合には、菌の活性が上がら

ず、特に硝酸還元菌や亜硝酸還元菌の活動が弱ま

り、アンモニアは分解されずに、高濃度のまま放

出されることが知 られている。冬期間による外気

温の低下に伴い、発酵温度は上昇しにくい条件で

ありなが ら、発酵機内部の温度の上昇がみられた

ことは、脱臭槽の改修によ り、十分な換気が行わ
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